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４
・
７
　
国
連
人
権
理
事
会
か

ら
ロ
シ
ア
追
放
を
賛
成
93
カ
国

で
決
議
、
中
国
な
ど
24
カ
国
反

対
、
イ
ン
ド
な
ど
58
カ
国
棄
権

４
・
23
　
知
床
沖
で
観
光
船
沈

没
、
死
者
14
人
、
行
方
不
明
12
人
、

ず
さ
ん
な
安
全
対
策
浮
彫
り
に

４
・
24
　
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領

が
再
選
、
敗
れ
た
極
右
ル
ペ
ン

候
補
は
過
去
最
多
の
41
％
得
票

▽
米
国
務
長
官
と
国
防
長
官
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
都
キ
ー
ウ
訪
問
、

巨
額
の
追
加
軍
事
支
援
を
約
束

４
・
26
　
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務

総
長
が
プ
ー
チ
ン
ロ
シ
ア
大
統

領
と
会
談
、
28
日
に
は
ゼ
レ
ン

ス
キ
ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
と

会
談
、
停
戦
の
糸
口
見
出
せ
ず

５
・
３
　
施
行
75
年
目
の
憲
法

記
念
日
、
有
明
に
１
万
５
千
人

５
・
９
　
対
独
戦
勝
記
念
日
式

典
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
軍
事

侵
攻
正
当
化
、
米
欧
批
判
演
説

５
・
15
　
沖
縄
復
帰
50
年
、
基

地
の
な
い
平
和
の
島
は
遠
く
▽

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
申
請
表
明

５
・
23
　
日
米
首
脳
会
談
で
岸

田
首
相
が
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
と
防
衛
費
の
相
当
増
額
表
明

５
・
31
　
札
幌
地
裁
が
泊
原
発

運
転
差
し
止
め
を
命
じ
る
判
決

月
間

　
宮
﨑
浩
則
総
務
財
政
部
長
の
開

会
挨
拶
、
司
会
で
集
会
は
進
行
さ

れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
松
川
聡
委

員
長
か
ら
、
労
働
者
に
な
ぜ
労
働

組
合
が
必
要
な
の
か
、
そ
う
い
っ

た
基
本
の
話
か
ら
、
職
場
で
の
頑

張
り
・
悩
み
な
ど
を
出
し
合
い
、

有
意
義
な
経
験
交
流
集
会
に
し
て

欲
し
い
と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
鈴
木
郁
夫
組
織
部
長
か
ら
、
組

織
拡
大
に
向
け
た
提
起
と
し
て
、

課
題
①
国
労
が
「
選
択
」
さ
れ
る

労
働
組
合
と
な
る
た
め
に
。
課
題

②
一
人
ひ
と
り
の
努
力
を
機
関
運

動
に
反
映
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
結
び
付
け
よ

う
。
課
題
③
「
次

世
代
の
育
成
」
を

意
識
し
た
運
動
作

り
。
の
３
点
が
提

起
さ
れ
た
。
続
い

て
分
散
交
流
会
の

進
め
方
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、

参
加
者
は
分
散
会

会
場
へ
と
移
動
し

た
。

　
今
回
は
１
日
で

の
開
催
と
い
う
事

で
、
前
日
に
座
長

会
議
が
持
た
れ
、

分
散
会
の
テ
ー
マ

で
あ
る
①
あ
な
た

か
ら
見
た
国
労
の

「
良
い
所
」
と
「
悪

い
所
」。
②
国
労
組
織
を
拡
大
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
③
国
労

の
機
関
運
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
。
④
組
織
拡
大

に
向
け
て
「
自
分
自
身
」
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
。
⑤
企
画
し
て

も
ら
い
た
い
学
習
会
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
。
の
５
点
に
つ
い
て
進
め

方
な
ど
真
剣
に
討
論
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
会
場
に
来
れ
な

い
組
合
員
の
た
め
に
、
個
人
の
リ

モ
ー
ト
参
加
に
加
え
、
大
阪
に
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
け
た
。
西
日

本
本
部
で
は
、
経
験
交
流
集
会
に

あ
わ
せ
、
前
日
に
第
２
回
西
日
本

本
部
Ｊ
Ｒ
採
用
組
合
員
学
習
交
流

会
を
開
催
し
、
夜
の
交
流
会
を
経

て
経
験
交
流
集
会
へ
の
参
加
を
企

画
し
て
頂
い
た
。

　
分
散
会
は
参
加
者
を
五
つ
に
分

け
て
行
わ
れ
、
第
１
分
散
会
・
工

藤
拓
真
座
長
（
本
部
青
年
部
常
任

委
員
）、
第
２
分
散
会
・
山
中
和

也
座
長
（
本
部
青
年
部
長
）、
第

３
分
散
会
・
赤
松
大
座
長
（
東
海

本
部
執
行
委
員
）
が
本
会
場
、
第

４
分
散
会
・
工
藤
隆
志
座
長
（
全

貨
協
事
務
次
長
）、
第
５
分
散
会
・

　
２
０
２
２
年
度
夏

季
手
当
は
、
各
企
業

と
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
減
収
な
ど
を
理
由

に
軒
並
み
低
額
回

答
が
行
わ
れ
た
▼
貨

物
会
社
に
と
っ
て
も
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

す
る
社
会
的
気
運
の
高
ま
り
」
を

背
景
と
す
る
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
役
割
が
高
ま
っ
て
い
る
矢
先
で

あ
り
、
若
手
社
員
を
は
じ
め
低
額

回
答
へ
の
落
胆
は
大
き
い
▼
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
ト
ラ
ッ
ク
の
13
分
の

１
、
貨
物
列
車
１
本
分
の
輸
送
力

は
ト
ラ
ッ
ク(

10
ト
ン)

の
最
大

65
台
分
、
今
日
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
を
背
景
に
今
後
の
貨

物
鉄
道
輸
送
へ
の
期
待
は
一
層
高

ま
っ
て
き
て
い
る
▼
外
部
環
境
の

変
化
の
一
つ
に
「
２
０
２
４
年
問

題
」
が
上
げ
ら
れ
る
。「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
に
よ
り
２
０
２
４
年

４
月
１
日
か
ら
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
外
労
働
時
間
が
年
間
９
６
０

時
間
に
制
限
さ
れ
る
」
法
律
の
施

行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
▼
物
流
業

界
に
と
っ
て
は
大
き
な
影
響
を
受

け
る
問
題
で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
業

界
か
ら
見
た
と
き
積
載
率
の
低
下
、

上
限
規
制
に
よ
る
走
行
距
離
の
短

縮
、
運
賃
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
労

働
者
に
と
っ
て
は
、「
収
入
の
減
少
」

に
も
直
結
し
か
ね
な
い
問
題
で
も

あ
り
、
貨
物
会
社
の
立
場
で
は
、「
今

が
チ
ャ
ン
ス
」
と
声
高
に
叫
ぶ
こ

と
も
理
解
で
き
る
が
、
同
じ
労
働

者
と
し
て
は
複
雑
な
心
境
で
あ
る

▼
そ
も
そ
も
時
間
外
労
働
・
長
時

間
労
働
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

法
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
が
高

け
れ
ば
時
間
外
労
働
も
必
要
な
い

は
ず
で
あ
る
。
一
つ
の
企
業
で
物

事
を
見
る
の
で
は
な
く
、「
労
働
者

の
立
場
」
で
物
事
を
見
る
視
点
も

必
要
だ
と
思
う
。（
鈴
）

　

国
労
本
部
主
催
の
第
15
回
全
国
組
織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会
が
６
月
６
日
に
東
京

都
・
新
橋
交
通
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、会
場
参
加
者
33
名
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
参
加
者
17
名
、

リ
モ
ー
ト
参
加
者
２
名
の
合
計
52
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
み
え
な
い
中
で
、
日
程
を
１
日
に
短
縮
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

国労本部HP QRコード

国
労
が
「
選
択
」
さ
れ
る
労
働
組
合
と
な
る
た
め
に

職
場
で
頑
張
り
仲
間
を
増
や
そ
う

 
改
憲
発
議
を
許
さ
な
い
守
ろ
う
平
和
と

 
い
の
ち
と
く
ら
し
２
０
２
２
憲
法
大
集
会

　
憲
法
大
集
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
12
時
30
分
か
ら
川
口
真
由
美
ラ

イ
ブ
が
「
未
来
の
夢
を
こ
わ
す
ん

じ
ゃ
ね
え
！
」
と
題
し
て
開
催
さ

れ
、
13
時
に
開
会
と
な
り
、
松
村

真
澄
さ
ん
、
高
木
陽
介
さ
ん
の
司

会
で
進
行
さ
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
藤
本
泰

成
さ
ん
が
、「
ロ
シ
ア
の
行
為
が
、

武
力
に
よ
る
威
嚇
・
行
使
を
禁
じ

た
国
連
憲
章
に
違
反
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
絶
対
に
許
せ
な
い
。

自
民
党
や
岸
田
首
相
は
９
条
の
専

守
防
衛
の
原
理
さ
え
捨
て
去
り
、

名
実
と
も
戦
争
で
き
る
国
に
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
に
よ
っ

て
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
起
こ
さ

せ
な
い
と
定
め
た
憲
法
を
今
こ
そ

つ
か
み
と
り
改
憲
を
阻
止
し
よ

う
」
と
挨
拶
し
た
。

　
菱
山
南
帆
子
さ
ん
が
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
特
別
決
議
」
を
提
案
し
、
会

場
の
参
加
者
の
拍
手
で
採
択
さ
れ

た
。

　
国
会
議
員
の
挨
拶
で
は
、
立
憲

民
主
党
の
奥
野
総
一
郎
国
対
委
員

長
代
理
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

党
首
が
挨
拶
を
行
い
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
問
題
を
ダ
シ
に
改
憲
に
突

き
進
も
う
と
し
て
い
る
与
党
の
姿

勢
を
批
判
し
、「
参
院
選
で
改
憲

勢
力
３
分
の
２
を
切
ら
せ
る
よ
う

に
、
野
党
で
共
同
し
な
が
ら
闘
っ

て
い
き
た
い
」
と
改
憲
阻
止
の
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ス
ピ
ー
チ
に
移
り
、
憲
法
審
査

会
に
つ
い
て
、
改
憲
問
題
対
策
法

律
家
６
団
体
連
絡
会
の
大
江
京
子

さ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
で
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
小
川
た
ま
か
さ

ん
。
沖
縄
・
日
米
地
位
協
定
問
題

　

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
主
催

の
「
改
憲
発
議
を
許
さ
な
い
！
守
ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く
ら
し

２
０
２
２
憲
法
大
集
会
」
が
、
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
東
京

臨
海
広
域
防
災
公
園
に
て
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
１
万
５
千

人
が
結
集
し
た
。

勝
田
哲
也
座
長
（
岡
山
地
本
執
行

委
員
）
が
大
阪
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
で
行
わ
れ
、
午
前
中
熱
心
な
討

論
が
進
め
ら
れ
た
。

　
昼
食
休
憩
後
、
座
長
よ
り
分
散

本会場に集まった参加者

で
琉
球
大
学
の
高
嶋
伸
欣
名
誉
教

授
。
貧
困
・
労
働
問
題
で
和
光
大

学
の
竹
信
三
恵
子
名
誉
教
授
が
挨

拶
し
、
夏
の
参
議
院
選
挙
を
控
え

る
な
か
、
市
民
連
合
か
ら
の
連
帯

挨
拶
が
上
智
大
学
の
中
野
晃
一
教

授
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
米
山
淳
子
さ
ん
か
ら
、

「
自
民
党
は
憲
法
の
平
和
原
則
と

専
守
防
衛
の
原
則
を
投
げ
捨
て
、

戦
争
す
る
国
へ
の
道
を
ひ
た
走
る

会
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
全
体

交
流
に
移
り
、
東
日
本
本
部
の
橋

本
翼
さ
ん
（
東
京
地
本
）、
東
海

本
部
の
高
木
亨
さ
ん
（
静
岡
地

本
）、
西
日
本
本
部
の
西
澤
宗
司

郎
さ
ん
（
近
畿
地
本
）、
九
州
本

部
の
福
崎
彰
さ
ん
か
ら
エ
リ
ア
・

地
方
本
部
の
取
り
組
み
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
女
性
部
か
ら
谷
澤
由
紀
恵
女
性

部
長
、
青
年
部
か
ら
松
吉
祐
典
本

部
青
年
部
常
任
委
員
の
報
告
を
受

け
、
鈴
木
組
織
部
長
の
ま
と
め
を

受
け
て
全
体
交
流
を
終
え
た
。

　
最
後
に
宮
﨑
浩
則
総
務
財
政
部

長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、
山
中
本

部
青
年
部
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。

　
経
験
交
流
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望

は
、
経
験
交
流
集
会
に
参
加
し
た

感
想
と
し
て
、「
集
ま
れ
ば
、
い

ろ
ん
な
意
見
が
出
る
。
議
論
し
て

次
の
運
動
に
繋
げ
る
こ
と
が
大

事
」「
全
国
の
組
合
員
の
頑
張
り

や
悩
み
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
な

ぜ
『
国
労
加
入
を
訴
え
る
』
と
い

う
こ
と
を
提
起
し
な
い
の
か
」「
コ

ロ
ナ
禍
で
全
国
で
集
ま
れ
る
機
会

が
減
っ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
。

各
々
の
抱
え
る
課
題
・
疑
問
を
共

有
で
き
た
」。

　
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、「
コ

ロ
ナ
対
策
で
リ
モ
ー
ト
と
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
で
対
応
し
た
こ
と
は
状

況
に
合
わ
せ
て
、
適
切
で
は
あ
る

と
思
う
が
正
直
寂
し
い
感
じ
が
す

る
。
状
況
が
良
く
な
れ
ば
全
員
が

集
ま
っ
て
交
流
す
る
こ
と
が
ベ
ス

ト
で
す
」「
リ
モ
ー
ト
併
用
で
遠

方
へ
行
か
な
く
て
も
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
」「
中
々
面
白
い
取
り

組
み
だ
と
思
う
」。

　
国
労
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

は
、「
若
い
世
代
が
も
っ
と
前
面

に
出
ら
れ
る
よ
う
、
後
押
し
を
全

体
で
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」「
運

動
を
止
め
な
い
よ
う
継
続
的
に
行

事
を
や
っ
て
下
さ
い
」「
国
労
加

入
を
訴
え
る
行
動
を
提
起
さ
れ
た

い
」「
数
年
後
も
強
い
国
労
、
闘

う
国
労
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

も
、
学
習
会
・
大
会
を
通
じ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
意
見
を
持
つ
・
考

え
る
機
会
が
必
要
だ
と
思
う
」
な

ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

安
保
提
言
を
ま
と
め
、
改
憲
に
前

の
め
り
。
憲
法
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、

国
会
と
共
に
、
草
の
根
か
ら
の

闘
い
が
正
念
場
と
な
っ
て
い
る
。

『
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
署

名
』
を
地
域
や
職
場
で
大
き
く
広

げ
、
憲
法
を
守
る
私
た
ち
の
声
を

国
会
に
届
け
て
行
こ
う
。
参
院
選

で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
改

憲
勢
力
に
審
判
を
下
し
、『
憲
法

改
悪
は
許
さ
な
い
』
の
声
を
大
き

く
増
や
し
て
い
こ
う
」
と
の
行
動

提
起
を
受
け
集
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

終
え
た
。

　
終
了
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
「
Ｈ
Ｅ

Ｉ
Ｗ
Ａ
の
鐘
」
を
合
唱
し
、
参
加

者
は
パ
レ
ー
ド
に
向
か
っ
た
。

　
パ
レ
ー
ド
は
豊
洲
コ
ー
ス
と
台

場
コ
ー
ス
の
二
つ
に
分
か
れ
、
国

労
は
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０

人
委
員
会
の
仲
間
と
共
に
台
場

コ
ー
ス
に
参
加
し
、
９
条
改
憲
発

議
阻
止
！
戦
争
法
廃
止
！
辺
野
古

新
基
地
建
設
反
対
！
脱
原
発
社
会

の
実
現
！
貧
困
格
差
を
な
く
せ
！

共
謀
罪
廃
止
！
岸
田
政
権
打
倒
！

を
沿
道
の
人
々
に
訴
え
た
。

デ
モ
行
進
で
９
条
改
憲
反
対
を
訴
え
る

第15回全国組織強化・　
　　拡大経験交流集会

参
議
院
議
員
選
挙
を
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

22春闘
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
一
昨
年
・

昨
年
と
加
盟
団
体
の
代
表
者
が
参

加
し
、
式
典
の
模
様
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
全
国
に
中
継
す
る
形
で
開
催

さ
れ
て
き
た
が
、
第
93
回
日
比
谷

メ
ー
デ
ー
は
感
染
対
策
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
で
通
常
の
形
で
の
開
催

と
な
っ
た
。

　
10
時
に
本
木
寛
事
務
局
長
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
宣
言
で
式
典
が
開

 

働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利　

 

平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う

会
さ
れ
、
中
小
民
間
労
組
懇
談
会

の
平
賀
雄
次
郎
代
表
が
開
会
宣
言

を
行
っ
た
。

　
議
長
団
に
全
統
一
労
働
組
合
の

金
子
味
加
さ
ん
、
全
水
道
東
京
水

道
労
働
組
合
の
倉
澤
裕
さ
ん
を
選

出
し
次
第
が
進
め
ら
れ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
鎌
田
博
一

実
行
委
員
長
（
国
労
東
京
地
本
委

員
長
）
が
、
コ
ロ
ナ
解
雇
を
許
さ

ず
、
雇
用
の
継
続
と
休
業
・
生
活

第93回日比谷メーデー

補
償
の
充
実
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
貧
困
・
格
差
・
差
別
を
な
く
し
、

８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
。
福
島
原
発
事
故
を
風
化
さ

せ
ず
、
原
発
ゼ
ロ
社
会
・
復
興
の

実
現
と
核
兵
器
廃
絶
。
沖
縄
の
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
。
９
条
改

憲
に
反
対
し
岸
田
政
権
を
退
陣
さ

せ
よ
う
と
訴
え
た
。

　
都
労
連
の
西
川
晋
司
委
員
長
、

第
93
回
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
の
黒
澤
幸
一
さ
ん
の
連
帯
挨
拶
。

東
京
都
の
坂
本
雅
彦
産
業
労
働
局

長
、
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
の
来
賓

挨
拶
を
受
け
、
東
京
都
高
等
学
校

教
職
員
組
合
の
上
田
薫
子
さ
ん
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
を
行
っ
た
。

　
決
意
表
明
は
、
外
国
人
労
働
者
・

争
議
組
合
を
代
表
し
て
、
グ
レ
ン
・

ウ
ッ
ド
さ
ん
（
全
国
一
般
労
働
組

合
東
京
南
部
）、
民
間
労
働
者
を

代
表
し
て
齊
藤
英
男
さ
ん
（
全
労

協
全
国
一
般
東
京
労
組
東
急
分

会
）、
反
戦
平
和
の
呼
び
か
け
を

青
木
初
子
さ
ん
（
沖
縄
・
一
坪
反

戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
３

名
が
行
っ
た
。

　
第
93
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
・
ア

ピ
ー
ル
案
を
日
向
孝
明
さ
ん
（
全

日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
）

が
読
み
上
げ
、
会
場
参
加
者
の
熱

い
拍
手
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。

　
式
典
の
次
第
が
つ
つ
が
な
く
終

了
し
、
議
長
団
が
解
任
さ
れ
、
最

後
に
全
労
協
の
渡
邉
洋
議
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
式
典
を
終
え
た
。

　
そ
の
後
、
日
比
谷
公
園
の
霞
門

か
ら
新
橋
駅
ま
で
の
デ
モ
行
進
が

取
り
組
ま
れ
た
。

日比谷メーデーデモ出発前（日比谷公園霞門）

日比谷メーデー会場での団結がんばろう

◎
近
畿
地
方
本
部
・
奈
良
運

輸
分
会
・
王
子
駅
　
田
中
裕

之
さ
ん
40
歳
　
５
月
１
日
付
　

◎
近
畿
地
方
本
部
・
兵
庫
運

輸
分
会
・
神
戸
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
　
矢
田
慎
太
郎
さ
ん

30
歳
　
６
月
１
日
付
　
◎
近

畿
地
方
本
部
・
大
阪
貨
物
分

会
・
百
済
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
　
奥
澤
慎
吾
さ
ん
36
歳

組
織
拡
大
速
報

組
織
拡
大

速
報組

織
拡
大

速報

　
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
が

い
よ
い
よ
本
日
公
示
さ
れ
、
７

月
10
日
の
投
開
票
日
に
向
け
て

18
日
間
の
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。 

　
今
年
２
月
24
日
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
の

開
始
以
降
、
多
く
の
市
民
や
子
供

た
ち
の
命
を
犠
牲
し
た
凄
惨
な

戦
争
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
米
国
が
主
導
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
加
盟
国
を
中
心
と
し
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
巨
額
の
軍
事
支
援

や
軍
需
産
業
に
後
押
し
さ
れ
た

大
量
の
武
器
供
与
が
さ
ら
に
激

し
い
軍
事
衝
突
を
招
き
、
市
民

生
活
の
破
壊
と
報
復
の
連
鎖
に

い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
国
際
社
会
が
協
調

し
、
平
和
的
手
段
に
よ
る
即
時
停

戦
で
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
蛮
行
と
残

虐
行
為
に
一
日
も
早
く
終
止
符
を

打
ち
、
東
部
地
域
や
ク
リ
ミ
ア
半

島
周
辺
に
お
け
る
両
軍
の
戦
闘
行

為
を
全
面
的
に
中
止
さ
せ
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
自

民
党
内
の
最
大
派
閥
の
会
長
で

あ
る
安
倍
元
首
相
は
「
核
武
装
な

し
に
日
本
は
守
れ
な
い
」と
し
て
、

米
国
と
核
を
共
有
す
る
『
核
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
』
論
を
展
開
し
、
こ
の

機
に
乗
じ
て
非
核
三
原
則
を
見

直
す
べ
き
と
主
張
し
た
。

　
さ
ら
に
、
岸
田
首
相
は
５
月

に
開
か
れ
た
日
米
首
脳
会
談
で

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
程
度
に
と
ど
め

て
き
た
防
衛
費
に
つ
い
て
「
相

当
な
増
額
を
確
保
」
し
、
こ
れ

ま
で
の
政
権
が
大
原
則
と
し
て

き
た
「
専
守
防
衛
」
を
放
棄
し

て
、『
敵
基
地
攻
撃
能
力
（
反
撃

能
力
）』
保
有
を
具
体
化
す
る
こ

と
を
表
明
し
た
。

　
一
方
、
６
月
15
日
に
閉
会
し

た
１
５
０
日
間
に
わ
た
る
第

２
０
８
回
通
常
国
会
で
は
、
衆
参

両
院
に
お
い
て
憲
法
審
査
会
が

頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
国
会
議
員
任

期
の
延
長
、
緊
急
事
態
条
項
創

設
、
オ
ン
ラ
イ
ン
国
会
、
９
条
改

正
の
是
非
な
ど
が
議
論
の
中
心

と
な
っ
た
が
、改
憲
勢
力
の
自
民
・

公
明
両
党
に
加
え
、
一
部
野
党
も

「
９
条
は
現
実
と
か
い
離
し
て
い

る
」
と
し
て
明
文
改
憲
に
前
向
き

な
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
る
。

　
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
完
全
な
終
息
が
見
通
せ
な

い
中
、
実
質
賃
金
は
減
り
続
け
、

消
費
は
冷
え
込
み
、
我
慢
を
強

い
ら
れ
て
い
る
勤
労
者
家
計
は

長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
、
こ
れ

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

急
速
な
円
安
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
に
起
因
す
る
原
油
・
原

材
料
・
小
麦
等
の
価
格
高
騰
な

ど
を
背
景
に
生
活
必
需
品
の
値

上
げ
が
相
次
ぎ
、
と
り
わ
け
脆

弱
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
非
正
規
雇
用
や
有
期
・
短

時
間
・
契
約
等
労
働
者
の
生
活

が
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
私
た
ち
は
憲
法
破

壊
と
国
民
生
活
無
視
の
悪
政
を

重
ね
る
安
倍
・
菅
に
続
く
岸
田

自
公
政
権
と
対
抗
し
て
、
多
く

の
労
働
組
合
、
民
主
団
体
と
と

も
に
安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲

民
主
主
義
の
回
復
を
め
ざ
し
て

闘
い
を
進
め
て
き
た
。 

　
国
労
は
あ
ら
た
め
て
第
26
回

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

憲
法
９
条
が
掲
げ
る
戦
争
放
棄

の
理
念
の
も
と
、
各
界
各
層
の

皆
さ
ん
と
共
に
広
範
な
世
論
を

結
集
し
、
自
公
政
権
が
め
ざ
す

憲
法
改
悪
と
『
戦
争
す
る
国
づ

く
り
』
へ
の
道
を
阻
止
し
、
平

和
と
人
権
・
民
主
主
義
擁
護
、

国
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
交
運

労
協
推
薦
候
補
の
必
勝
は
も
と

よ
り
、
立
憲
野
党
の
前
進
を
期

し
、
組
織
の
総
力
を
あ
げ
て
闘

う
こ
と
を
内
外
に
表
明
す
る
。 

　
　
２
０
２
２
年
６
月
22
日 

　
　
　
　
　
　
国
鉄
労
働
組
合

憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

対
す
る
抗
議
声
明

対
す
る
抗
議
声
明

憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

対
す
る
抗
議
声
明

声
明

声
明

声声 

明明
声
明 声

明

憲
法
改
悪
と
す
べ
て
の
戦
争
に
反
対
し
、

憲
法
改
悪
と
す
べ
て
の
戦
争
に
反
対
し
、

平
和
と
人
権
・
民
主
主
義
擁
護
、

平
和
と
人
権
・
民
主
主
義
擁
護
、 

国
民
生
活

国
民
生
活

を
守
り
、
第　

回
参
議
院
議
員
選
挙
を

を
守
り
、
第　

回
参
議
院
議
員
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル 

憲
法
改
悪
と
す
べ
て
の
戦
争
に
反
対
し
、

平
和
と
人
権
・
民
主
主
義
擁
護
、
国
民
生
活

を
守
り
、
第　

回
参
議
院
議
員
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

『
働
き
方
改
革
』
関
連
法
案
の

『
働
き
方
改
革
』
関
連
法
案
の

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る
新
し
い
政
治
の

実
現
に
向
け
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル
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憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

対
す
る
抗
議
声
明

対
す
る
抗
議
声
明

憲
法
無
視
・
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に

対
す
る
抗
議
声
明

声
明

声
明

声声 

明明
声
明 声

明

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る

新
し
い
政
治
の
実
現
に
向
け
、

新
し
い
政
治
の
実
現
に
向
け
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル 

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る

新
し
い
政
治
の
実
現
に
向
け
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

『
働
き
方
改
革
』
関
連
法
案
の

『
働
き
方
改
革
』
関
連
法
案
の

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

参
議
院
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
働
く
者
の
た
め
の

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

労
働
法
制
確
立
を
求
め
て
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

立
憲
政
党
を
中
心
と
す
る
新
し
い
政
治
の

実
現
に
向
け
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を

全
力
で
闘
う
国
労
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
確
定
に

あ
た
っ
て
の
ア
ピ
ー
ル

　
４
月
25
日
に
死
者
１
０
７
名
、

負
傷
者
５
６
２
名
に
及
ぶ
未
曽
有

の
大
惨
事
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山

線
脱
線
事
故
か
ら
17
年
を
迎
え
た
。

　
３
年
目
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
に
加
え
て
人
の
移
動
が
大
幅

に
制
限
さ
れ
、
運
輸
収
入
の
減
少

が
常
態
化
す
る
な
ど
Ｊ
Ｒ
各
社
の

経
営
に
も
大
き
な
影
響
が
拡
が
っ

て
い
る
。

　
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
持

続
可
能
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
・
存
続
は
車
の
両
輪
と
も
い

う
べ
き
不
可
分
の
課
題
で
あ
る

が
、
本
年
２
月
14
日
、
国
土
交
通

省
は
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
に

向
け
た
施
策
を
検
討
す
る
有
識
者

会
議
を
設
置
し
、
鉄
道
事
業
者
と

沿
線
の
関
係
者
が
協
働
し
て
不
採

算
路
線
の
持
続
性
を
高
め
る
取
り

組
み
を
促
す
た
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ

ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
や
次
世

代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど

新
た
な
形
態
へ
の
移
行
も
有
効
な

手
段
と
し
て
対
策
を
議
論
し
、
今

夏
に
も
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、

国
労
は
４
月
25
日
を
安
全
行
動
日

と
し
て
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
の
気
配
を
み
せ
な
い
な

か
、
感
染
防
止
の
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ

や
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
配
信
に
よ
る
宣
伝
を

基
本
と
し
な
が
ら
も
、
機
関
に

よ
っ
て
は
駅
頭
で
の
宣
伝
行
動
を

取
り
組
ん
だ
。

【
国
労
の
要
求
】

〇
営
利
優
先
で
は
な
く
、
安
全
を

最
優
先
と
す
る
経
営
を
行
う
こ
と
。

〇「
規
制
緩
和
」
を
見
直
し
、
安

全
規
制
の
強
化
を
国
と
事
業
者
が

行
う
こ
と
。

〇
ホ
ー
ム
上
で
の
事
故
根
絶
に
向

け
て
、
ホ
ー
ム
要
員
の
配
置
と

ホ
ー
ム
の
改
善
を
行
う
こ
と
。

〇
業
務
委
託
や
非
正
規
社
員
導
入

な
ど
低
コ
ス
ト
主
義
を
改
め
、
安

全
に
係
る
業
務
は
鉄
道
事
業
者
の

直
営
と
す
る
こ
と
。

〇
安
全
・
防
犯
の
観
点
か
ら
無
人

駅
を
な
く
す
こ
と
。

〇
安
全
確
保
の
た
め
に
労
働
条
件

や
労
働
環
境
を
抜
本
的
に
改
め
る

こ
と
。

　

第
93
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
、
第
93
回

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
５
月
１
日
に
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て
開
催

さ
れ
た
。
式
典
終
了
後
は
デ
モ
行
進
を
行
い
、
沿
道
の
人
々
に
労

働
者
の
権
利
向
上
と
世
界
の
平
和
を
訴
え
た
。

安
心
・
安
全
の
鉄
道
輸
送
を
め
ざ
そ
う

４
・
25
安
全
行
動
日

池
袋
駅
前
で
訴
え
る
東
京
地
本
組
合
員


